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受刑者に対してどのように作業を与え，どの  

ように職業能力を付与し，どのように労働意  

欲を高めていくのか，その効果的な技法の開  

発は，刑務作業の今日的な課題と言えなくも  

ない。   

本研究は，受刑者に対して作業をいかに適  

正に配置・付与するかについての手法を開発  

することにより，この課題についての一考察  

を試みようとするものである。   

1 先行研究  

収容者をどう配役していくのかについては，  

その一部を概観しただけでも多くの研究がな  

されていることが分かる（参考文献参照）。  

例えば平井ら（＊5）は作業を大中小と分類  

して適正水準を設定し，知能検査，向性検査，  

内田クレペリソ検査，体力検査を実施し，器  

用さに対する3段階評価を加えて職業適性と  

し，配役することを検討している。また蓮見  

ら（＊6，＊7）は作業は「大エ」に限定して  

いるものの，実際にその知識を測る検査の試  

案を提示し，配役しようとしている。更に米  

沢ら（＊25）は一般職業適性検査を収容者に  

実施し，配役する試みを行い，その結果ある  

程度の適正配置が行えたことを報告している。   

しかし，日常の作業指定業務の中で，いわ  

ゆる職業適性がどれだけの判断の重みを持っ  

ているかについては疑問がある。野崎（＊20）  

や小松（＊18）が述べる作業指定上の注意事   

序  

行刑施設における刑務作業が，受刑者の改  

善及び社会復帰に資することをその主たる目  

的とすることについては，今や世界的な認知  

を受けており（＊35），また一方，それが行  

刑施設の管理運営上極めて重要な役割を持っ  

ていることについても，今日異論のないとこ  

ろであろう。   

ところで，刑務作業は，過去，産業社会の  

変化に伴い様々な変遷を見せてきたが，最近  

は，その質・量ともに今日の我国の中小生産  

企業の形態に近づきつつあると言えよう。し  

かしながら，刑務作業は，受刑者を中心とし  

た作業であることから，その運営について特  

殊な配慮が必要とされ，また，生産形態を伴  

わない自営作業をも包含することなどからも，  

一般企業における工場管理方式が直接に利用  

し得ない点が少なくない。   

更には，近時，国の財政審情によって刑務  

作業における制度の変革があり，そのため，  

その運営に当たっては経済性がとみに要求さ  

れるところとなり，作業効率の向上，多品種  

少量生産への転換，高付加価値製品の開発に  

ついて創造的に志向することが求められつつ  

あるが，その一方では，地場産業の継承，伝  

統的技術の応用などの領域にも依然注視を怠っ  

てはならないことなども要請されている。刑  

務作業の四周を取りまくこうした状況の中で，  



中央研究所紀要 第1号  2  

項を整理すると適性の他にも考慮すべき点と  

して，作業進捗状況，居室状況，共犯関係，  

派閥関係，出役先の保安状況，残刑期，罪名，  

保護状況，事故歴，薬物歴，文身，社会での  

異性関係など，多くのものが挙げられている。  

行刑施設の場合，適性を軽視しているという  

のではなく，特殊な環境の中で配慮すべき事  

項が多すぎて，なかなか適性だけで配役先を  

決定できないのが現実であろう。   

実際に施設内で作業忌避を行う者の原因を  

探ってみるとその多くは作業嫌いであったり，  

人間関係のトラブルであったり，性格的な偏  

りが原因になっているという（＊19）。狭義  

の職業適性上の問題から作業拒否を起こす確  

率は少ないようだ。また社会復帰後の就業状  

況をみた高知刑務所（＊32）の調査において  

も，職場に定着できなかった者が70～90％  

もおり，そのうち技能や知識が不足した者は  

10～30％であり，残りは態度や性格が職場  

不適応を起こした原因であるという。ここで  

も中心となる問題は適性よりは対人関係の持  

ち方であったり，就労への意欲。姿勢であっ  

たりすることがうかがわれる。   

しかし，本人の職業希望を軸に配役した場  

合を考えて見ると森（＊31）の調査が興味深  

い結果を見せている。それによれば現在，配  

役されている作業を変わりたいと考えている  

収容者は，座業が最も多くて45．7％，続い  

て生産作業の31．1％，石工の23．4％（高松  

刑務所調べ）となった。調査結果が成績評価  

に関わることを恐れた多くは無回答であった  

ようだが，その約半数が現在の作業を嫌って  

いると考えると全体の48．3％，約半分の受  

刑者が現在の作業を嫌っている結果になって  

しまう。更に，転業を希望する配役先を調査  

すると一般経理作業28．1％，営繕作業26．6  

％，木工作業12．4％であった。ここでその  

希望どおりの配役が可能なものがどれだけい  

るか，再検討したところ58．7％は希望どお  

りに転業させることはできない着であったと  

いう。この調査から推測されることは意欲を  

高めるために本人の希望を中心に配役した場  

合，最も楽観的に考えても，1／4以上の受刑  

者は現実に配役できないことになる。   

ここで刑務作業への適正配置を考える上で  

の問題を整理すると以下のようになろう。  

（1）保安・管理運営上の問題  

（2）作業者の意欲・質の問題  

（3）作業内容の問題  

（4）適性の範囲の問題  

（1）については上で述べたように刑務所とい  

う特殊な環境下において配慮すべき問題が多  

く，実際にはその施設毎，そしてその時期毎  

に問題が大きく異なっており，一律に扱えな  

い。居室や職員配置と作業の関連を探る試み  

の他，作業事故者についての入念な検討が必  

要であり，その中で例えば保護状況の不安定  

さと性格や作業内容と事故頻度の関連を探っ  

ていくような地道な研究の積み重ねが必要と  

思われる。  

（2）は様々なレベルの者が収容されてくるこ  

とほ確かであるが，全般にはレベルが低く，  

勤労への意欲にも欠ける者が多い。また一部  

の研究にもあるように一般向けに開発された  

検査の様式では対応できない者が多く含まれ  

る。更に性格的にも見逃せない偏りが大きな  

者が多い。従って，レベルの低さと偏りを前  

提とした固有の検査を開発する必要が認めら  

れる。  

（3）については一般社会に比べて職種が限定  

されており，同一職種であっても社会でのそ  

れと内容や要求される適性が異なる場合が少  

なくない。また一方で衛生夫や図書夫などの  

社会にはない領域のものもおり，一般の職種  

分額ではそのままに使用できないことが多い。  

また行刑においても大臣訓令による業種表が  

存在しているが，作業適性だけを特に意識し  

たものではないし，その細目に基づいて配役  

先を決定し，その単一業種だけの作業をさせ  

ているとは考えにくいものも少なくない。適   
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性や配役を中心とした刑務作業の内容を再分  

摂する必要があろう。   

最後の問題では知覚・知的能力・運動協応  

能力・興味といったところが職業適性検査で  

よく用いられる領域であるが，対象者の質を  

考えると性格，身体状況，精神状況といった  

範囲も含めて適性を想定しなければならない  

と考えられる。   

2 本研究の開題と目的  

これまで述べた問題のうち，本研究におい  

ては作業内容を調査し，整理する試みと適性  

として取り上げるべき範囲は何かについて検  

討し，併せて提案された適性上からどう作業  

指定していくかについての具体的方法を模索  

することを目的とした。   

3 配役に関するアンケート調査   

（1）アソケート調査の作成   

アソケートは川越少年刑務所で作業指定に  

関わっているスタッフに依頼して作成された  

ものを使用した（資料参照）。内容的には派  

閥関係への配慮などの保安上の問題を除き，  

作業指定上，重要となる判断事項を列挙する  

よう心掛けた。  

（2）実施状況   

平成元年7月から8月にかけて，全国52  

施設755工場の担当職員に対して資料のよう  

な配役に関するアソケート調査を実施した。  

その結果業種表の分類で86職種（内1種は  

不明の分瑛）が調査対象として挙げられた。  

（3）結果   

まず業種表では約210の職種が挙げられて  

いるが，この結果から考えて現在，中心的に  

行われている職種はその半分程度ではないか  

と考えられる。また結果を整理するに当たっ  

て，全調査対象工場の中で1工場でしか行わ  

れていない職種も多く，数が少ない場合，担  

当者の主観が多く反映されることも考えられ  

る。そこでここでは少なくとも4工場以上か   

ら回答があった36職種について各項目との  

関連を概観する。   

なお，表1から5までは以下のような内容  

である。  

ア 職種回答数の欄を除き，職種の右に書い  

てある数字は回答された平均から1を引き，  

その項目の最大値に対する位置を0から100  

までの数字に置き換えたもの。即ち，該当工  

場のすべてからその項目に対して最大限に厳  

しい条件を付けられた場合は100となり，逆  

にすべての工場から項目条件が最も緩いレベ  

ルでかまわないという回答が寄せられている  

場合ほ0となる。なお，総合欄については各  

数字の単純な合計を算出し，少ない順に並び  

換えたもので，各項目の数字を含めて，要求  

された難易度の目安と考えていただきたい。  

イ 職種の略号は次の意味とする。   

コム加工→ゴム加工，製缶工→木工製缶工，   

金組立→金属製品組立工   

組立工→木工製品組立工。  

り 項目の略号は次の意味とする。   

資格→作業遂行上必要な資格があるか   

経験→実地経験の必要度   

感染病→感染する病気を特に嫌う作業か   

慢性疾患→疾患を特に嫌う作業か   

傷害→事故で傷害を起こしやすい病気があ  

るか   

手肢→上肢・下肢・手指の傷害を嫌うか   

視力→視力の必要度   

色神→色の判別力の必要度   

聴覚→正常聴力の必要度   

体力→頑健な体力の必要度   

利手→右利きの必要度   

手先→指先の器用さの必要度   

高所→高所恐怖がないことの重要性   

知能→高い知能の必要度   

計算→高い計算力の必要度   

読書→読み書きの力の必要度   

情緒→情緒の安定性の必要度   

集中→集中力の必要度   
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作業の量，視覚。聴覚の健常性の必要度，器  

用さの必要度，資格。経験，計算力，読み書  

きの力などの項目を検討しなければならない。  

更に必ず複数名の協力が必要な作業について  

は協調性なども配慮することが大切である。  

（3）体力関連   

これは労働の身体への負荷量と作業環境の  

特殊性から考える必要があり，肉体労働の程  

度，慢性疾患の有無と程度，高所恐怖などの  

有無，身体障害・欠損の有無と程度が判断さ  

れることになろう。  

（4）その他   

指示伝達の容易さを考慮する上で知的能力，  

視覚。聴覚の健常度や読み書きの力を見る必  

要があろうし，一部作業などでは指導力など  

が特に要求される作業もあろう。   

なお，持続力。集中力。情緒の不安定さ。  

対人関係の能力なども当然配慮すべきと考え  

られるが，実際にはこれらの項目が作業に対  

する興味の程度，その配役先の雰囲気と人間  

関係，保護状況の変化などの要因に左右され  

る部分も多く，判断し難いと考えて今回は一  

応除外した。   

さて，これらの検討結果を踏まえて，現段  

階での作業の適性評価項目と評価基準を設定  

すると以下のようになる。   

ア 他者への病気感染危険性の評価   

・感染危険性が極めて低い（単独作業）  

＝0   

・感染の危険性も考えられる（集団作  

業）  ＝1   

・感染の危険性が高い（食品。衛生関  

連等）  ＝2   

イ 事故時に予想される本人の身体への危  

険性の評価   

。軽微（デスクワーク等）  ＝0   

・ 若干の危険あり  ＝1   

・致死・重傷の危険性あり（高所作業  

等）  ＝2   

ウ 薬品の使用度   

持続→粘り強さの必要度   

機敏→作業処理のすばやさの必要度   

協調→協調性の必要度   

指導→指導力の必要度   

まず，職種と回答数について見ると，ここ  

に挙げられた36職種は全般に非生産作業の  

職種が多くなっているが，どの施設でも共通  

に必要であるという関係で回答数が多くなっ  

ているのであろう。ただ生産作業に限定して  

みると溶接・紙細工。木工製缶・金属製晶組  

立。洋裁縫製などはかなり工場数も多く，い  

わば行刑の基幹作業となっている様子がうか  

がえる。   

紙数の関係で各項目についての詳細な検討  

は省略するが，全体を単純に加算して順位を  

出した総合を見ると，作業の難易度の概括が  

分かる。これによれば全体の難易度は作業の  

危険度，複雑さ，体力，対人接触の度合など  

が主な判断要因になっているように思われる。  

（表1から5参照）   

嘩 適性項目の選択  

上の結果を踏まえて作業指定の際に考慮す  

べきと思われる項目を検討した結果，以下の  

ように整理することを考えた。  

（1）危険度   

危険度は本人自身への危険度と周囲への危  

険度に大別される。本人への危険度を規定す  

る要因としては，薬品の使用の度合，大型機  

械の操作の必要性，高所作業の量，視覚・聴  

覚の健常さ，万一事故を起こした際の予想さ  

れる傷害の程度などが考えられる。また周囲  

に対する危険度についてはやはり薬品の使用  

の度合，大型機械の操作の必要性，高所作業  

の量，視覚。聴覚の健常さなどが考えられ，  

加えて病気感染の虞が挙げられる。  

（2）作業の複雑さ   

作業の複雑さを規定する要因としては槻械  

操作の必要度，資格・経験の必要度，知的能  

力の必要度などが考えられ，具体的には機械  
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＝0   

＝1   

＝2  

＝0   

＝1   

＝2  

＝＝0   

＝1   

＝2  

。 ほとんどなし  ＝0   

・若干あり  ＝1   

。薬品量が多いか，危険薬品あり＝2  

エ 機械の操作量（特に大型機械や複雑な   

機械）   

。 単純道具使用以下  ＝0  

。 ミシソ程度の磯城  ＝1  

。 それ以上（農耕建築機械運転・ボイ  

ラー等）  ＝2  

オ 体力の必要度の評価  

。体力制限なし（軽紙器や産業等）＝0  

。激動禁止者程度  ＝1   

。 普通以上の体力  ＝2  

カ 肢体自由度と障害の評価  

。 制限なし  ＝0  

。若干の障害。欠損（断指等）可＝1  

。健常者に限定  ＝2  

キ 視力必要度の評価  

・ 制限なし  ＝0  

。若干の弱視（補助具使用時）可＝1  

・健常者に限定（補助具使用可）＝2  

ク 色神健常度の評価  

。 制限なし  ＝0  

。 色弱可  ＝1  

。健常者に限定（色彩が意味を持つ作  

業）  ＝2  

ケ 聴覚健常度の評価  

。 制限なし  ＝0  

。若干の難聴（補助具などで大声の指  

示は聞取り可）  ＝1  

。 健常者に限定  ＝2  

コ 資格必要度の評価  

。 制限なし  ＝0  

。 関連資格があった方が良い  ＝1  

。 資格優先  ＝2  

サ 実地経験の評価  

。 制限なし  ＝0  

。 経験があった方が良い  ＝1  

。経験優先  ＝2  

シ 指先の器用さの評価  

・ 制限なし  

。 普通程度  

。 器用さが必要  

ス 高所恐怖の有無  

・ 制限なし  

。軽度ほ可  

。 あると困る  

セ 能力の必要度の評価  

。 制限なし  

。 中程度  

。 中上以上必要  

ソ 読み書きの評価  

。 制限なし  ＝0  

・所内生活に困らない程度  ＝1  

。 中上以上の読み書きの力が必要＝2  

タ 機敏さの評価  

。 制限なし  ＝0  

。 普通程度  ＝1  

。 気配り。機転に優れていることが必  

要  ＝2  

チ 協調性の評価  

。 特に制限なし  

。 必要  

ツ 指導性の評価  

。 特に制限なし  

。 必要  

：＝0  

＝1  

＝0   

＝1  

5 作業の分筆頁  

次にこうした適性を適用する作業について  

検討した。手続きとしては業種表に載ってい  

るすべての職種に対して，前記調査結果及び  

食等表などを参考にして，仮に適性評価表を  

作成した。次に自営作業と生産作業に分け，  

同一の材料や対象に作業が行われ，しかも適  

性評価表上，同一評価が与えられ，同一範時  

に分顕して支障がないと思われるものをまと  

めた。また一部作業については更に細分化す  

ることも行った。以上の手続きは研究者3名  

が合議の上，行ったものである。  

（表6）   
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作にかかった。試行錯誤の結果次のような手  

続き過程を現時点で採用することにした。   

○適性作業手続き試案  

収容者の絡む作業に対する持点を0とする。   

6 適性に基づいた作業指定手続きの試案  

更にこうした適性に基づいて作業指定を行  

うことがどの程度可能なのか，そしてまたど  

ういった判断手続きを踏むことが合理的なの  

かを探るために，作業指定支援システムの試  
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→単独作業に限定する   

手続きは上に同じ   

→作業限定する。事故の際の危険性が1以上，肢体制限   
が1以上 体力評価が1以上のいずれかに該当する作  

業は－999を与え，検討対象から除く  

→事故の危険性が2，肢体制限が2，体力が2のいずれ   
に該当する作業をづ99として検討対象から除く →  

→単独作業に限定する   

手続きは上に同じ  

→作業限定する。事故の際の危険性が1以上，聴覚制限   
が1以上，体力評価が2のいずれに該当する作業は，  

ー999を与え，検討対象から除く  

→事故の危険性が2，聴覚制限が2のいずれかに該当す  
る作業を－999として検討対象から除く   
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→単独作業に限定する   

手続きは上に同じ   

→事故の危険性1以上，薬品使用1以上，機械操作1以   
上，経験必要度1以上，協調性1，能力制限1以上   

のいずれかに該当する作業－999として検討対象から  

→事故の危険性1以上，薬品使用1以上 機械操作1以   

上 経験必要度1以上のいずれかに該当する作業を  

一999として検討対象から除く  

→事故の危険性1以上 薬品使用1以上 機械操作1以   

上のいずれかに該当する作業を－999として検討対象か  

→事故の危険性2，薬品使用2，機械操作2のいずれか   
に該当する作業を－999として検討対象から除く →  

→単独作業に限定する   

手続きは上に同じ  

→事故の危険性1以上，薬品使用1以上，機械操作1以   

上 能力制限1以上 計算力1以上，読み書き制限1   

以上，経験必要度1以上に該当する都度15を各作業評  

価点から減点する  

→事故の危険性1以上，薬品使用1以上，機械操作1以   

上，能力制限1以上，計算力1以上，読み書き制限  
1以上に該当する都度10を各作業評価点から減点す  

以下適性加減算処理  

1→必要度2   

必要度1  

2→必要度2   

必要度1   

制限なし  

3→必要度1   

制限なし  

の作業に2加算  

の作業に1加算  

の作業は－999  

の作業は2加算  

の作業は1加算  

以上の作業は－999  

の作業は2加算   

体力  

1普通以上 2 やや弱い 3 弱い  



中央研究所紀要 第1号  10  

1→制限2の作業に2加算   

制限1の作業に1加算  

2→制限2の作業は－999   

制限1の作業は2加算   

制限なしの作業は1加算  

3→制限1以上の作業は－999   

制限なしの作業は2加算   

1→必要度2の作業に2加算   

必要度1の作業に1加算  

2→必要度2の作業に－10   

必要度1の作業は2加算   

制限なしの作業は1加算  

3→必要度2の作業は－20   

必要度1の作業は一10   

制限なしの作業は2加算   

ト→必要度2の作業に2加算   

必要度1の作業に1加算  

2→必要度2の作業は－10   

必要度1の作業は2加算   

制限なしの作業は1加算  

3→必要度2の作業は－20   

必要度1の作業は－10   

制限なしの作業は2加算   

1→必要度2の作業に2加算   

必要度1の作業に1加算  

2→必要度2の作業は－10   

必要度1の作業は2加算   

制限なしの作業は1加算  

3→必要度2の作業は－20   

必要度1の作業は－10   

制限なしの作業は2加算   

1→必要度2の作業に2加算   

必要度1の作業に1加算  

2→必要度2の作業は－10   

必要度1の作業は2加算   

制限なしの作業は1加算  

3→必要度2の作業は－20   

必要度1の作業は一10   

制限なしの作業は2加算   
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1→必要度2の作業に2加算   

必要度1の作業に1加算  

2－す必要度2の作業は－10   

必要度1の作業は2加算   

制限なしの作業は1加算  

3→必要度2の作業は－20   

必要度1の作業は－10   

制限なしの作業は2加算   

1→必要度2の作業に2加算   

必要度1の作業は1加算  

2→必要度2の作業は－10   

必要度1の作業は2加算   

制限なしの作業は1加算  

3→必要度2の作業は－20   

必要度1の作業は－10   

制限なしの作業は2加算   

協調性  

1優れている 2 普通 3 劣っている  

指導力  

1優れている 2 普通 3 劣っている  

資格  

A電気工事士 B調理師  C建築士  D溶接  E理容美容師  

F建設機械運転 Gボイラー   H危険物取扱いⅠ情報処理士 J自動車運転  
K薬剤師  L看護士・医師 M船舶運転   N珠算3級以上 0他の事務関連資格  

該当作業に30加算 関連作業に10加算  

例えば，溶接の場合，溶接工に30，営繕板金・金属重組立・自動車板金工に10加算を  
行う。  

経験  

A建築・営繕関連 B経理関連作業 C炊場関連  

F皮革加工関連  G金属加工   H他の生産雑工  

J自動車関連   K食品生産関連 L石材関連  
N電気組立関連  0農林漁業  P木工関連  

D印刷関連 E化学プラスチックゴム加工関連  

Ⅰ紙器関連  

M繊維服飾関連  

Q窯業関連 Rなし  

該当作業に経験があった場合は10加算，関連作業に経験があった場合には5加算を行  
う。  

経験・下位項目選択  

適性得点の高い順に作業を約10種類提示する   
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ここでは紙数の関係で実際の適性表と関連  

作業表を掲載することができない が，例を挙  

げれば，「身体健康，精神障害なし，体力普  

通，高所恐怖なし，器用さ普通，読み書きが  

所内生活に困らない程度，計算力は加減算程  

度，機敏さ。気配りが普通，協調性。指導力  

普通，取得資格なし，建築・営繕関連の経験  

あり（鳶職）」とした場合は，「営繕。鳶職，  

営繕。屋根吹き工，経理。外掃夫，れんが積  

み工，コソクリート工，石工，左官，営繕。  

内掃夫，伐木，コンクリートブロック工，営  

繕。単純作業，農耕非機械作業，造林，園芸。  

造園夫」といった作業が候補として提示され  

る。またここで，「加療により症状が安定す  

る程度の慢性疾患と体力がやや劣る」といっ  

た条件に換えた場合は「補綴夫，複雑雑小物，  

手工繊維製品，手織織布，電気部品製造，皮  

革小物」などに加えて，集団や単独での単純  

作業が提示されるようになる。   

本システムはPC9801シリーズ上で動作  

するように試作したものであるが，その作成  

過程の中でいくつか問題になったことがある。   

ひとつは経験や資格の重みである。当初，  

他の適性項目と全く同じ重みで処理していた  

ところ，若干でも危険がある作業については  

能力などの制約がある場合にどんなに経験が  

あっても省かれてしまうといったような問題  

が生じ 少しでも負困のあるケースではどん  

な条件設定をしても同じような作業しか提示  

されなかった。そこで経験を重視する方向で  

重みを増やした。   

次に関連作業についてである。これも当初  

は考慮しなかったが，例えば，営繕の板金工  

の経験があった場合，当然，金属加工の手工  

板金や自動車関連の板金についても技能の応  

用が利くと考えられる。そこで全作業につい  

て，他の作業との関連を0～2の3段階評価  

をして，重みを与えた。   

更に能力的な制約をどう評価するかについ  

てであるが，当初よりも制限を緩めることで  

経験がいかせるようにした。   

7 今後の問題  

まとめ■として提案したシステムは，実用を  

考えて試作したものでなく，あくまでも適性  

をどう評価し，作業の整理や適合条件をどう  

考えるかを机上の問題とせず，具体的に検討  

するために行ったものである。いわば叩き台  

として考えて頂きたい。   

従って今後，実用化を目指す場合には以下  

のような課題の詳細なる調査・検討が必要で  

あろう。  

（1）適性として挙げる項目とその評価の検討   

例えば，アソケート調査項目にあったよう  

なものでも，情緒の安定性や利き手などの項  

目は評価が難しかったり，作業毎の特徴が出  

なかったりして削除してしまったが，実際の  

作業指定現場でこれらの項目の重みがどうなっ  

ているのか，また更に見逃している項目がな  

いか充分に検討する必要がある。  

（2）作業種目の整理   

今回は業種表と想定した適性項目により作  

業を整理していったが，社会の変化に伴って  

なくなっていく作業，新たに追加された作業  

などもあろう。またまとめてしまってよい作  

業や分割すべき作業もあると思われる。適性  

項目を取捨選択すると同時に作業種目の整理  

も並行的に行わなければならない。  

（3）適正作業選択手続き   

重みの与え方・評価の順番といったものだ  

けでなく，手順そのものをもう一度検討する  

必要がある。加算・減算方式でなく，パター  

ソ別に行ってマッチソグしていく方法，適性  

判断によって分岐を重ねていく方法などが考  

えられる。  

（4）提示の方法   

基本的に2つ方向性が考えられる。ひとつ  

は今回行ったように適当な種目をいくつか例  

示する方法で，もうひとつは逆に不適当な種  

目を例示する方法である。もちろん両者を同   
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時に行うことは可能であるが，現場で使いや  

すいものという観点から充分に議論していく  

ことも大切であろう。  

（5）その他   

コソピュータによる支援システムを想定し  

た場合は，更に次の点の検討が必要である。   

ア 各刑務所にある作業種目の選択   

イ 使用機器と開発言語   

ウ マソ・マシソ・イソタフエースの改善   

工 個人データ保存の問題   

特にエの問題はシステムを有効利用する意  

味で大切である。つまり従来職員の記憶に少  

なからず依存していた再指定などの候補人員  

選択を一括して行うことができる。具体的に  

は外掃夫が不足した場合に外掃夫適格者のリ  

ストを短時間に作成するといったことが可能  

となる。  

結  

序で触れたように，懲役刑の執行において，  

刑務作業が受刑者の改善及び社会復帰を図る  

ための重要かつ有効な手段であるとすれば，  

その作業は二つの視点から準備されなければ  

ならないと言えよう。   

即ち，その一つは，刑務作業の内容が，現  

今の社会の需要により近いレベルのものとし  

て提供されることであり，二つには，大方は  

社会生活において勤労の意欲と習慣に欠ける  

受刑者個々に，よりふさわしい作業を選択。  

付与し得る方法である。   

本研究ほ，後者についての一手法の開発で  

あるが，引続き，前節で述べた検討を加える  

ことなどを経て，実用化に供することを模索  

したいと考える。   
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資 料  

アンケート   

工場への配役に際して最低限チェックすべき項目について   

受刑者の配役の手続きを整理するために，チェック項目を作ることになりました。そこで，ある職種についてこ  

れだけは譲ることができないという受刑者の条件を挙げていただきたいのです。実際には人員の都合などで無理に  

配役したものの，結果として何とかなったという場合は少なくないと思いますが，そのことは例外として考えてく  

ださい。また，もしその条件が満たされない場合にどんな不都合が考えられるかを具体的に書いてください。関係  

のありそうなことはできるだけたくさん書いていただきますと大変参考になります。  

1［  工場］業種：  職種：  担当者：  

2 職種についての特記事項（この職種の特徴など）  

3 資格（作業実施上の資格）は必要ですか，またどんな資格が必要ですか？   

（1）特に必要としない   

（2）どうしても必要な資格がある  

どんな資格が必要ですか？  

4 実地の経験（刑務所での経験も含む）ほ必要ですか？   

（1）特に必要としない   

（2）やったことがあるという程度は必要（たとえば1～3年の経験）   

（3）熟練を要するものがある（たとえば3年以上の経験）  

どんな経験が必要ですか？  

5 他人に移る恐れのある病気のうち，この職種の性質上とくに注意すべきものがありますか（たとえば，折癖   

や自癖など）？   

（1）とくに「この職種に限って」というようなものはない。   

（2）ある  

どんな疾患があるとどんな支障がありますか？  

6 この職種の性質上，このような病気があると作業をやっていくのに大変な困難が伴うというようなものがあ   

りますか？（たとえば，高血圧，腰痛，神経痛，心臓病，糖尿病，痔，喘息，リウマチなど）   

（1）とくに「この職種に限って」というようなものはない。   

（2）ある  

どんな疾患があるとどんな支障がありますか？  

7 この職種の性質上 このような病気があると作業をやっていく上で，他人を傷つけたり自分自身が傷ついた   

りする恐れがとくに高いというようなものがありますか？（たとえば，てんかん，覚醒剤後遺症，シソナー・   

アルコール等の中毒，精神分裂病など）   

（1）とくに「この職種に限って」というようなものはない。   

（2）ある  

どんな疾患や症状があるとどんな支障がありますか？  

8 上肢・下肢・手指の障害で，職種の性質上とくに作業に支障をきたす恐れの大きいものはありますか？   

（1）とくに「この職種に限って」というようなものはない。   
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（2）ある  

どんな障害があるとどんな支障がありますか？   

9 視力障害（眼鏡などで矯正をした上で）は，どの程度のものなら作業に支障がないと言えますか？  

（1）ほとんど視力を失っていても作業が可能  

（2）弱視や片眼失明でも作業可能  

（3）普通視力が必要  

視力の点では，どんな場合にどんな支障が生じますか？  

10 色神はどの程度であることが必要ですか？  

（1）色盲でも可能  

（2）色弱でも可能  

（3）正常であることがぜひ必要  

色神の点では，どんな場合にどんな支障が生じますか？  

11聴覚障害はどの程度であることが必要ですか？  

（1）機械の大きな運転音が聞き取れない程度でも支障はない  

（2）普通の声では聞き取れないが，大きな声ならわかるという程度でも可  

（3）正常聴力がぜひ必要  

聴覚の点では，どんな場合にどんな支障が生じますか？   

12 体力はどの程度が必要でしょうか？ただし，この場合忍耐力とは別に考えてください。   

仕事のハードさに耐えられるかどうかという意味でどうでしょうか。  

（1）虚弱な体質でも何とかなる  

（2）普通の程度の体力で構わない  

（3）かなり体力がないと勤まらない  

どのような時にどのような種類の体力が必要ですか？  

13 利き手についてはどうですか？  

（1）どちらでも作業上は支障ない  

（2）右手であることが望ましいが，矯正させつつ使うことはできる  

（3）右手でないと作業ができない  

どのような時にどのような支障が生じますか？  

14 手先の器用さについてはどうですか？  

（1）あまり関係ない  

（2）普通程度はどうしても欲しい  

（3）特に器用さが要求される  

どのような時に手先の器用さが必要ですか？  

15 高所恐怖についてはどうですか？  

（1）あっても差し支えない  

（2）程度がひどくなければ構わない  

（3）少しでもその傾向があると困る  

どのような場面でどんな支障が生じますか？  

16 知能についてはどうですか？   
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（1）精神薄弱でも自分の身辺のことが処理できれば作業可能  

（2）IQ：70～80くらいはほしい  

（3）IQ：80～90くらいははしい  

（4）IQ：90以上の普通程度の力は必要  

（5）普通をかなり上回る人でないと勤まらない  

17  

17 計算の力についてほどうですか？  

（1）ほとんど必要ない  

（2）加減算くらいはできないと困る  

（3）加減乗除算はできないと作業に差し支える  

（4）分数小数の計算ができないと作業に差し支える  

（5）（4）以上の計算力がぜひ必要  

上記以外の特殊な計算力が必要な場合がありますか？  

18 読み書きの力についてはどうですか？  

（1）ほとんど読み書きができなくても可能  

（2）小学校3～4年生くらいの力は必要  

（3）義務教育終了程度の力ほぜひ必要  

上記以外の特殊な読み書きの力が必要な場合がありますか？  

（以下はすこし漠然とした項目ですが，どんなイメージをお持ちか教えてください。）  

19 情緒の安定性（たとえば，粗暴傾向のある人はどうか，自殺を考えたりする傾向の人ほどうかといったこと   

を考えてみてください）  

（1）職種の性格上，まず関係がないと考えてよい  

（2）心配な点がある  

（3）いつも情緒の安定性をチェックしていなければならないくらい  

どんな点が心配になりますか？  

20 集中力（ひとつのことに対して注意を向け続ける力）  

（1）特に条件として挙げるほどではない  

（2）普通程度のものがないと困る  

（3）特に集中力が優れていることが必要  

集中力がないとどんな支障が生じますか？  

21持続力（粘り強さや根気よさといったイメージで）  

（1）特に条件として挙げるほどではない  

（2）普通程度のものがないと困る  

（3）特に持続力が優れていることが必要  

持続力がないとどんな支障が生じますか？  

22 機敏さ（すばやく作業をこなしていけるかどうか）  

（1）特に条件として挙げるほどでほない  

（2）普通程度のものがないと困る  

（3）特に棟敏さが優れていることが必要  

機敏さがないとどんな支障が生じますか？  

23 協調性（他の人との連携プレーをする力）   
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（1）特に条件として挙げるほどではない   

（2）普通程度のものがないと困る   

（3）特に協調性が優れていることが必要  

協調性がないとどんな支障が生じますか？  

24 指導力（他の人をリードしていく力）   

（1）特に条件として挙げるほどではない   

（2）普通程度のものがないと困る   

（3）特に指導力が優れていることが必要  

指導力がないとどんな支障が生じますか？  

以上で質問は終わりですが，ここまでに挙げられなかった項目で関係ありそうなものがあったら教えてください。  

また，このアソケートへの質問や感想などもどうぞ。   
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職種回答数   資  格   経  験   感染病   慢性疾患   

コム加工   4  植字選  0  金組立  0  補綴夫  0  綿打夫  0   

プレス工   4  コム加工   0  製鋼工  0  裁断工  0  製鋼工 17   

草縫工  4  靴  工  0  コム加工  0  植字選  0  紙細工 19   

綿打夫  4  草縫工  0  紙細工  0  製鋼工  0  紙器工  20   

彫刻工  4  電気器  0  紙器工  0  コム加工  0  剣道具  20   

剣道具  5  製材工  0  図書夫  4  革縫工  0  裁断工  20   

裁断工  5  紙細工  0  運搬夫  5  プレス工   0  プレス工  25   

電気工  5  製鋼工  0  電気器  5  溶接工  3  革縫工  25   

紙器工  5  洋裁縫  0  組立工  9  金組立  5  電気器  26   

製材工  5  看病夫  0  靴  工  9  電気器  5  洋裁縫－ 27   

製鋼工  6  旋盤工  0  衛生夫  9  印刷」二  6  組立工  29   

調理工  6  裁断工  0  牧  畜 10  計算夫  7  補綴夫  29   

補綴夫  7  紙器工  0  裁断工 10  靴  工  9  金組立  32   

旋盤工  8  綿打夫  0  看病夫 11  製缶工 14  計算夫  33   

看病夫  9  金組立  5  草縫工 13  洋裁縫 16  植字選  40   
植字選 10  組立工  6  綿打夫 13  組立工 18  靴  工  45   

塗装工 10  製缶工  6  旋盤工 19  大  工 18  印刷工  50   

靴  工 11  洗濯夫  8  洋裁縫  20  農  耕 18  洗濯夫  52   

指物工 11  図書夫  8  植字選  20  塗装工  20  大  工  55   

大  工 11  衛生夫  8  塗装工  20  剣道具  20  図書夫  58   

図書夫 12  塗装工 10  洗濯夫  24  紙器工  20  製缶工  60   

計算夫 15  印刷工 11  彫刻工  25  電気工  20  衛生夫  62   

牧  畜 16  運搬夫 11  プレス工  25  製材工  20  運搬夫  72   

組立工 17  牧  畜 13  農  耕  26  紙細工  23  牧  畜  75   

農  耕 17  補綴夫 14  補綴夫  28  彫刻工  25  彫刻工  75   

運搬夫 18  調理工 17  炊事夫  30  旋盤工  25  コム加工  75   

印刷工 18  指物工 18  製材工  30  綿打夫  25  溶接工  76   
電気器 19  剣道具  20  計算夫  30  図書夫  25  農  耕  76   

溶接工  29  計算夫  20  印刷工  36  運搬夫  28  製材工  80   

紙細工  31  農  耕  24  製缶工  37  衛生夫  33  炊事夫  85   

製缶工  35  プレス工  25  溶接工  40  指物工  36  旋盤工  88   

洗濯夫  40  彫刻工  25  剣道具  40  牧  畜  44  塗装工  90   

金組立  44  炊事夫  32  調理工  42  洗濯夫  50  看病夫 100   

炊事夫  47  大  工  36  指物工  68  炊事夫  94  指物工 100   

衛生夫  79  溶接工  45  電気工  80  調理工 100  調理工 100   

洋裁縫  97  電気工 100  大  工  87  看病夫 100  電気工 100  
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傷 害   手  肢   視  力   色  神   聴  覚   

製鋼工  0  紙器工  20  紙器工  40  紙器工  0  紙細工 10   

紙器工  0  コム加工  50  紙細工  58  紙細工 13  紙器工 10   

紙細工  6  植字選  50  組立工  62  製鋼工 16  電気器 16   

電気器 11  綿打夫  50  コム加工  63  綿打夫  25  組立工  24   

組立工  24  洗濯夫  55  衛生夫  74  プレス工  25  製鋼工  25   

補綴夫  29  図書夫  58  製鋼工  75  洗濯夫  32  草縫工  38   

植字選  30  裁断工  60  図書夫  79  牧  畜  38  彫刻工  38   

洋裁縫  31  衛生兵  63  農  耕  80  彫刻工  38  金組立  40   

剣道具  40  紙細工  65  洗濯夫  80  製材工  40  洋裁縫  44   

計算夫  40  組立工  65  製材工  80  農  耕  41  コム加工  50   

金組立  41  製鋼工  67  金組立  81  衛生夫  42  剣道具  50   

洗濯夫  42  洋裁縫  68  電気器  84  補綴夫  43  靴  工  50   

図書夫  42  電気器  68  牧  畜  85  組立工  44  補綴夫  57   

コム加工  50  補綴夫  71  洋裁縫  85  靴  工  46  図書夫  59   

綿打夫  50  農  耕  71  運搬夫  86  大  工  46  農  耕  59   

牧  畜  50  牧  畜  75  靴  二仁  87  草縫工  50  洗濯夫  61   

草縫工  50  剣道具  80  計算夫  87  コム加工  50  綿打夫  63   

衛生夫  52  金組立  80  草縫工  88  溶接工  54  計算夫  63   

運搬夫  56  製材工  80  綿打夫  88  金組立  55  大  工  63   

裁断工  60  電気工  80  看病夫  89  電気器  58  衛生夫  63   

旋盤工  63  指物工  82  裁断工  90  運搬夫  59  植字選  65   

農  耕  65  靴  工  82  剣道具  90  図書夫  59  牧  畜  66   

印刷工  67  運搬夫  83  大  工  91  洋裁縫  60  塗装工  70   

製缶工  74  調理工  83  調理工  92  計算夫  60  裁断工  70   

彫刻工  75  製缶工  86  印刷工  92  製缶工  66  製材工  70   

プレス工  75  計算夫  87  製缶工  92  植字選  70  看病夫  72   

溶接工  79  旋盤工  88  補綴夫  93  剣道具  70  溶接工  74   

製材工  80  看病夫  89  炊事夫  94  看病夫  72  運搬夫  75   

塗装工  80  溶接工  90  旋盤工  94  炊事夫  73  指物工  78   

電気工  80  大  工  91  塗装工  95  調理工  75  製缶工  79   

大  工  82  炊事夫  94  溶接工97  旋盤工  75  印刷工  81   

靴  工  82  印刷工  94  プレス工 100  指物工  78  炊事夫  82   

指物工  82  塗装工 100  彫刻工 100  裁断工  80  旋盤工  88   

炊事夫  85  彫刻工 100  植字選 100  塗装工  85  電気工  90   

看病夫  89  プレス工 100  指物工 100  印刷工  92  調理工  92   

調理工 100  草縫工 100  電気工 100  電気工 100  プレス工 100  
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体  力   利  手   手  先   高  所   知  能   

紙器工  0  彫刻工  0  紙器工  0  植字選  0  紙一器工  0   

紙細」二  3  看病夫  0  綿打夫  0  靴  工  0  紙細工  3   
電気器  8  牧  畜  0  紙細工 12  綿打夫  0  製鋼工 17   

製鋼工  8  草縫工  0  ，運搬夫 14  電気器  0  組立工 18   

組立工  24  綿打夫  0  洗濯夫 15  紙器工  0  草縫工 19   

洋裁縫  25  電気工  0  衛生夫 16  紙細工 0  電気器  22   

植字選  25  電気器  0  看病夫 16  製鋼工  0  洋裁縫  25   

コム加工  25  製鋼工  0  農  耕 17  印刷工  0  コム加工  25   

計算夫  34  紙細工  0  牧  畜  25  剣道具  0  綿打夫  25   

靴  工  37  補綴夫  0  草縫工  25  組立工  0  金組立  26   

金組立  37  剣道具  0  電気器  29  調理工  0  農  耕  28   

草縫工  38  裁断工  0  製材工  30  草縫工  0  牧  畜  28   

綿打夫  38  紙器工  0  製鋼工  34  コム加工   0  洗濯夫  30   

彫刻工  38  大  工  0  図書夫  34  農  耕  0  運搬夫  30   

図書夫  38  コム加工  0  組立工  36  補綴夫  0  衛生夫  30   

剣道具  40  炊事夫  2  計算夫  37  洋裁縫  1  彫刻工  38   

補綴夫  43  運搬夫  6  コム加工  38  金組立  2  プレス工  38   

印刷工  45  図書夫  8  プレス工  38  計算夫  3  靴  工  39   

看病夫  45  金組立  9  彫刻工  38  洗濯夫  4  剣道具  40   

洗濯夫  46  洗濯夫 10  旋盤工  38  塗装工  5  旋盤工  41   

衛生夫  48  洋裁縫 11  金組立  39  旋盤工  6  看病夫  42   

製缶工  49  衛生夫 13  電気工  40  炊事夫  6  溶接工  42   

裁断工  50  溶接工 14  裁断工  40  図書夫  8  塗装工  45   

指物工  50  農  耕 18  炊事夫  42  製缶工  8  製材工  45   

旋盤工  50  組立工 18  補綴夫  43  指物工  9  大  工  46   

電気工  50  計算夫  20  溶接工  43  裁断工 10  製缶工  47   

プレス工  50  塗装工  20  洋裁縫  44  製材工 10  補綴夫  50   

溶接工  50  印刷工  22  植字選  45  プレス工  13  裁断工  50   

製材工  50  プレス工  25  製缶工  46  衛生夫 16  調理工  50   

農  耕  53  製缶工  26  印刷工  47  看病夫 16  指物工  52   

牧  畜  53  靴  工  27  調理工  50  溶接工  21  炊事夫  54   

運搬夫  53  植字選  30  塗装工  55  牧  畜  22  電気工  55   

調理工  59  指物工  36  指物工  59  彫刻工  25  印刷工  63   

大  工  59  旋盤工  50  大  工  59  運搬夫  25  図書夫  67   

塗装工  60  調理工  67  靴  工  68  大  工  78  植字選  68   

炊事夫  64  製材工  80  剣道具  70  電気工  80  計算夫  77  
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計 算   読  童    巨≡ヨ   情  緒   集  中   持  続   

紙器工  0  紙器工  0  紙器工  0  紙器工  0  紙器工  0   

紙細工  6  紙細工  5  紙細工  3  紙細工 16  綿打夫 13   

製鋼工  8  製鋼工  8  電気器 13  洗濯夫  20  コム加工 13   

組立工 15  組立工  21  革縫工  25  電気器  21  洗濯夫 16   

電気器 16  電気器  24  植字選  30  運搬夫 

洋裁縫 16  綿打夫  25  金組立  32  衛生夫  24  裁断工  20   

農  耕 18  草縫工  25  洗濯夫  33  草縫工  25  衛生夫  24   

革縫工 19  彫刻工  25  図書夫  34  綿打夫  25  電気器  24   

彫刻工 19  農  耕  29  洋裁縫  34  コム加工  25  草縫工  25   

綿打夫 19  金組立  30  製鋼工  34  牧  畜  25  彫刻工  25   

牧  畜  20  洋裁縫  32  綿打夫  38  組立工  29  製鋼工  25   

金組立  22  剣道具  40  コム加工  38  農  耕  29  看病夫  28   

衛生夫  23  牧  畜  47  裁断工  40  看病夫  34  運搬夫  28   

靴  工  25  運搬夫  47  組立工  41  金組立  34  組立工  29   

コム加工  25  衛生夫  48  補綴夫  43  植字選  35  農  耕  29   

洗濯夫  27  靴  工  50  運搬夫  45  補綴夫  36  洋裁縫  31   

運搬夫  28  コム加工  50  計算夫  47  洋裁縫  37  牧  畜  32   

剣道具  30  プレス工  50  印刷工  47  裁断工  40  金組立  32   

製材工  35  洗濯夫  54  剣道具  50  調理工  42  植字選  35   

裁断工  35  製材工  60  製材工  50  製鋼工  42  補綴夫  36   

プレス工  38  塗装工  60  彫刻工  50  炊事夫  43  プレス工  38   

調理工  38  裁断工  70  溶接工  54  溶接工  47  炊事夫  39   

塗装工  38  補綴夫  72  靴  工  55  塗装工  50  溶接工  40   

看病夫  39  溶接工  75  衛生夫  55  彫刻工  50  電気工  40   

補綴夫  39  旋盤工  75  塗装工  55  製缶工  50  製缶工  42   

溶接工  42  製缶工  77  看病夫  56  電気工  50  調理工  42   

製缶工  44  炊事夫  85  炊事夫  57  靴  工  50  旋盤工  44   

炊事夫  44  大  工  91  旋盤工  57  プレス工  50  印刷工  45   

指物工  46  調理工  92  牧  畜  60  図書夫  54  大  工  46   

旋盤工  47  看病夫  95  製缶工  63  大  工  55  靴  工  46   

電気工  50  指物工  96  指物工  63  指物工  55  図書夫  46   

印刷工  50  計算夫  97  農  耕  65  製材工  60  塗装工  50   

大  工  52  印刷工  97  調理工  67  印刷工  61  指物工  50   

図書夫  54  植字選 100  電気工  70  旋盤工  63  計算夫  60   

植字選  60  図書夫 100  プレス工  75  計算夫  70  剣道具  60   

計算夫  77  電気工 100  大  工  78  剣道具  70  製材工  60  
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表 5  

機 嶺   協  調   指  導   総合   

製鋼工  0  紙器工  0  彫刻工  0  紙器工   

紙器工  0  製鋼工  0  プレス工   0  紙細工   

紙細工  8  紙細工  8  綿打夫  0  製鋼工   
電気器 11  電気器 16  草縫工  0  電気器   

コム加工 13  裁断工  20  紙器工  0  綿打夫   

草縫工 13  補綴夫  22  製材工  0  組立工   

組．立工 14  洗濯夫  23  紙細工  6  草縫工   

補綴夫 14  彫刻工  25  補綴夫 14  コム加工   

衛生夫 17  コム加工  25  洋裁縫 15  金組立   

洗濯夫 19  綿打夫  25  図書夫 17  洋裁縫   

剣道具  20  組立工  26  剣道具  20  洗濯夫   

裁断工  20  植字選  30  電気器  21  補綴夫   

製材工  20  製材工  30  農  耕  24  彫刻工   

植字選  20  金組立  30  衛生夫  25  裁断工   

看病夫  22  衛生夫  31  コム加工  25  衛生夫   

プレス工  25  牧  畜  35  洗濯夫  27  農  耕   

彫刻工  25  洋裁縫  37  靴  工  27  植字選   

綿打夫  25  プレス工  38  溶1妾工  28  牧  畜   

運搬夫  25  旋盤工  38  運搬夫  28  運搬夫   

洋裁縫  25  農  耕  38  植字選  30  靴  工   

金組立  26  溶接工  40  牧  畜  31  剣道具   

靴  工  27  計算夫  40  金組立  34  図書夫   

農  耕  29  塗装工  40  組立工  35  プレス工   

牧  畜  32  電気工  40  電気工  40  製材工   

製缶工  35  印刷工  45  看病夫  44  計算夫   

大  工  37  看病夫  45  製缶工  46  看病夫   

旋盤工  38  靴  工  46  塗装工  50  溶接工   

溶接工  38  炊事夫  47  製鋼工  50  製缶工   

印刷工  39  製缶工  49  大  工  55  印刷工   

塗装工  40  革縫工  50  印刷工  56  旋盤工   

電気工  40  指物工  50  計算夫  60  塗装工   

指物工  46  大  工  50  裁断工  60  大  工   

図書夫  46  剣道具  50  旋盤工  63  指物工   

炊事夫  49  運搬夫  53  指物工  64  炊事夫   

計算夫  57  図書夫  54  炊事夫  79  電気工   

調理工  59  調理工  59  調理工  83  調理工  
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表 6  

内  容  作 業 名 称  

営繕一人夫・土工  

営繕一畳工  

営繕一板金工  

営繕－とび職  

営繕一屋根吹き工  

営繕一左官  

営繕一配管工  

営繕一大工  

営繕一電気工事  

経理一補綴作業  

経理一内掃一浴場夫  

経理一内掃一園芸・造園  

経理一一般計算  

経理一洗濯夫  

経理一内掃一内掃・運搬・便捨  

経理一因書夫  

経理一外掃一外掃・除雪  

経理一綿打作業  

経理－コソピュータ計算夫  

経理一着病夫  

経理一衛生夫  

経理一非食品火夫  

経理一理髪夫  

経理一消防夫  

経理一炊場一パソ工  

経理一炊場一葉子工  

経理一炊場一精穀工  

経理一炊場一製麺工  

経理一炊場一炊事夫  

経理一炊場一火夫  

印刷一解版  

印刷一校正  

印刷一製本  

印刷一植字文選工  

印刷一製版工  

印刷一写真植字   

営繕単純作業  

畳工  

板金工  

とび職  

屋根吹き工  

左官  

配管工  

大工  

電気工事  

補綴美  

俗場美  

園芸・造園夫  

一般計算夫  

洗濯夫  

内掃夫  

図書夫  

外掃夫  

綿打夫  

計算椒計算夫  

君病夫  

衛生夫  

非食品火夫  

理髪夫  

消防夫  

パソ夫  

菓子夫  

精穀夫  

製麺夫  

炊事夫  

炊場火夫  

解版工  

校正工  

製本工  

植字文選工  

製版工  

写真植字  
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内  容  作 業 名 称  

印刷一括字鋳造工  

印刷一紙型・樹脂型工  

印刷一印刷工  

石鹸生産  

サンダル生産等  

レジソ加工工  

石鹸材料生産  

レソジ・プラスチック生産エ  

ゴム精製工  

塗料生産  

薬品類製造工  

小銭・定期入・ブックカバー・ベルト  

皮革防水加工・艶出  

馬具・鞄・靴生産  

皮革材料裁断  

金属製装飾品・バリ取等  

手工板金工  

金属研磨工・バフ磨  

装飾品・針金細工・彫刻等  

製釘・製缶・製びょう・伸線  

焼却炉等組立  

刃物目立・研磨工  

金属製晶検査工  

溶接工  

焼成・焼鉄工・鋳物  

金属塗装工  

金属洗浄工  

金属材料切断  

フライス・ボール盤・プレス・中くやり・旋盤・削盤・歯  

ボールペソ組立等  

単純貝細工  

微細貝細工  

畳工  

指導補助夫  

洗濯工  

配管工  

活字鋳造工  

紙型・樹脂型工  

印刷工  

油脂加工エ  

ゴム加工エ  

レジソ加工工  

油脂搾出工  

樹脂生産エ  

ゴム精製工  

塗料工  

薬品輝製造工  

皮革小物工  

皮革仕上工  

皮革製品加工工  

草裁断工  

金属小物手加工工（単純）  

手工板金工  

金属研磨工  

金属小物手工加工工（複雑）  

金属部品生産工  

金属重組立工  

刃物研磨工  

検査工  

溶接工  

金属熱処理工  

金属塗装工  

金属洗浄工  

金属切断工  

金属製品機械加工工  

単純雑小品組立工  

単純雑小物加工工  

複雑雑小物工  

畳工  

指導補助夫  

洗濯工  

配管工  
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作 業 名 称  内  容  

監督補助  

美容工  

理容工  

紙細工・うちわ等  

紙細工・うちわ等  

小型箱生産等  

大型ダソボール生産等  

手工紙すき工  

原木皮剥エーパルプ  

硬質紙工  

ダソボール生産  

パルプ工  

梯械製紙工  

自動車内張工  

自動車板金工  

自動車木工  

ボーリソグ工  

自動車塗装工  

自動車電気工  

検閲修理工  

清涼飲料工  

つけ物工  

豆腐工  

缶詰工  

精殻工  

製茶工  

製粉工  

製麺工  

調理工  

醸造工  

石細工工  

石工  

コソクリート製品生産  

コソクリートブロック生産  

れんが積み工  

組凝等   

監督補助  

美容工  

理容工  

単独単純軽紙細工作業  

集団単純軽紙細工作業  

軽紙器工  

重紙器工  

手工紙すき工  

原木皮剥工  

硬質紙工  

加工紙エ  

バルプ工  

椒械製紙工  

自動車内張工  

自動車板金工  

自動車木工  

ボーリング工  

自動車塗装工  

自動車電気工  

機関修理工  

清涼飲料工  

つけ物工  

豆腐工  

缶詰工  

精殻工  

製茶工  

製粉工  

製麺工  

調理工  

醸造工  

石細工工  

石工  

コソクリートエ  

コソクリートブロック工  

れんが積み工  

単独単純軽繊維作業  



行刑施設被収容者の作業適正配置た関する研究  27   

作 業 名 称  内  容  

集団単純軽繊維作業  

手工織維製品工  

畳糸工  

手織織布  

かんえん工  

被服小製品  

手工和服仕立工  

手工洋裁縫工  

機械洋裁縫工  

機械繊維製晶工  

剣道具工  

綿工  

繊維材料生産工  

裁断工  

単純電気部品組立工  

電気部晶製造工  

高度電気部品組立工  

軽園芸  

牧畜  

農耕非機械作業  

漁労  

農耕機械作業  

造林  

伐木  

船舶運航業務  

単独単純軽木工作業  

集団単純軽木工作業  

木製細工物工  

単純木工製品工  

複雑木工製品工  

木製品研磨工  

木型工  

木製規格家具工  

木工材料生産工  

木工塗装工  

高級家具木工  

組紐等  

袋物・内張・刺繍・編物・笠工  

畳糸生産  

手織織布  

ゴザ・毛髭等  

たび・帽子等  

手工和服仕立工  

手工洋裁縫工  

機械洋裁縫工  

刺繍・袋物・布団仕立・麦かん・マットレス・製網  

剣道具工  

綿工  

ねん糸・紡績・織布・メリヤス・麻布・製網  

裁断エ  

ソケット制作等  

コイル制作等  

IC基盤等  

盆栽・小植木・花  

牧畜  

農耕非機械作業  

漁労  

農耕機械作業  

造林  

伐木  

船舶運航業務  

アイスクリームへら等  

アイスクリームへら等  

つる細工・竹細工等  

製函・積木・単純飾物  

建具・表具・彫刻工・指物  

木製品研磨工  

木型工  

木製規格家具工  

合板工・製材工  

木工塗装工  

高級家具木工  
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作 業 名 称   内  容   

窯業原料工   窯業原料工   

陶工   陶工・しっぽう工   

窯業成形工   窯業成形工   

施ゆう工   施ゆう工  
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